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連結損益計算書ハイライト

 売上高は、前期比+4.2％の 45,682百万円。８期連続の増収。

 営業利益は、前期比▲14.0％の 2,825百万円、経常利益は前期比 ▲11.9％の
2,782百万円、 純利益は前期比▲17.7％の 1,333百万円。
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2018年2月期 決算概要

 売上高 45,682百万円 （前期比 +1,837百万円、計画比+682百万円）

– 既存店売上高前期比は101.5％。客数前期比は99.4％、客単価前期比は102.0％。
第４四半期（12月～２月）の既存店前期比は、売上高102.5％、客数101.1％、客単価101.3％

 売上原価 原価率は32.3％ （前期比 +0.7％、 計画比 +0.3％）

前期比+891百万円、計画比＋342百万円

 人 件 費 前期比+677百万円、計画比＋460百万円（人件費率32.8% 前期比+0.2%）

 販 売 費 前期比+266百万円、計画比 ＋84百万円

 活 動 費 前期比+268百万円、計画比＋257百万円

 固 定 費 前期比+191百万円、計画比 ＋82百万円

 営業利益 2,825百万円 （前期比 ▲458百万円、計画比 ▲544百万円）

 経常利益 2,782百万円 （前期比 ▲376百万円、計画比 ▲467百万円）

 純 利 益 1,333百万円 （前期比 ▲287百万円、計画比 ▲346百万円）
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 既存店は増収、前期比+1.5％（４Ｑのみでは+2.5％）

 フランチャイズ店を含む店舗売上高は、既存店の増収、前期新店のフル稼働
及び今期新店により、3.6％増加。

単位：百万円

グループ店舗売上高分析・・・前期比

+1.5％

＋3.6％
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売上高傾向・・・グループ全店舗売上高の推移
 食の「安全・安心・健康」への取り組み、QSC強化によるお客さま満足度向上施策
等を継続中。ちゃんぽん業態は、新規出店の遅れ、10月の天候不順・台風の影響
や前年のTV放映効果の反動影響等により上昇傾向は弱まったが、回復傾向にあ
る。

単位：百万円
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2015年度
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JF全店データ(外食)

 既存店売上高前年比 リンガーハット 101.0％、濵かつ 103.1％

- 第４四半期（12月～２月）のリンガーハットの既存店前年比は、売上高102.4％、客101.2％、

客単価101.2％、濵かつの既存店前年比は、売上高102.4％、客数100.8％、客単価101.6％

外食データ出所：日本フードサービス協会：ＪＦデータ（外食）は全店比較

既存店売上高・・・外食全体と当社の動向

2015年度 2016年度
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経費分析・・・前年同期比

 売上原価、経費の増で営業利益は前期比458百万円減少した。（営業利益率 7.5％→6.2％）

 原価率は原材料価格の高騰や運賃の上昇等で32.3％となった。（前期比+0.7％）

 人件費率はパートアルバイトの採用難、時給上昇等で32.8％となった。（前期比+0.2％）

 販売費及び一般管理費の合計は、売上・経費増加に伴い1,404百万円増加した。

（売上高に対する構成比：前期比＋0.6％の61.5％）。
単位 ：百万円
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 店舗リロケイトに伴う退店や店舗改装により、減損損失等を計上。

特別損益の内容

単位：百万円
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区分 前年同期 当期 増減額

営業キャッシュ・フロー 3,544 3,560 15

投資キャッシュ・フロー △1,614 △3,072 △1,458

フリーキャッシュ・フロー 1,930 487 △1,443

財務キャッシュ・フロー 5,276 △3,461 △8,738

現金等に係る換算差額 △11 △12 △1

現金及び現金同等物の増加・減少(△)額 7,195 △2,986 △10,182

現金及び現金同等物の期首残高 1,711 8,906 7,195

現金及び現金同等物の期末残高 8,906 5,975 △2,931

 2016年12月実施の増資資金を、新店・既存店改装・工場設備・海外出店へ
計画的に投資を進めている。

単位：百万円

キャッシュ・フロー（前年同期比較）
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セグメント情報
 ちゃんぽん事業は増収減益、とんかつ事業は増収増益となった。

 営業利益は、ちゃんぽん事業 2,001百万円（前期比 △657百万円）

とんかつ事業 632百万円（前期比 ＋116百万円）
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2019年2月期 計画
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2019年2月期 第2四半期累計期間予想
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2019年2月期 通期予想
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計画の前提となる既存店前年比
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2019年2月期 出店計画

 リンガーハットは、国内55店舗（直営45店、FC10店）、海外５店舗を計画。

 濵かつは、国内５店舗（とんかつ大學・卓袱浜勝を含む）を計画。
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本資料に掲載されている業績の見通し等将来に関する情報は、現在入手可能
な情報に基づいて当社経営陣が合理的と判断したものです。実際の業績は市場
動向、経済情勢など様々な要因の変化により大きく異なる可能性がありますこと
をご承知おきください。

本資料に関する問い合わせは下記にお願いいたします。

TEL 03-5745-8611 経営管理チーム 経営企画・IR担当
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